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１．秋葉原における観光の現状 
 

1-1 秋葉原の沿革 

電気街としての秋葉原の出発点は戦後に遡ることができる。終戦後神田かいわいにあっ

た露天商が、昭和 24 年の占領軍命令で撤廃され、ラジオ部品の店が駅の下に集められるこ

とになり、中央通りと、JR 秋葉原駅電気街口周辺の電気店から構成される「秋葉原」が出

来上がっていった。また、1970 年代のオーデオブーム、1980 年代のＡＶブームの広が

りとともに秋葉原はさまざまなソフトの拠点としての性格を強めることになった。 

このような歴史の中で形成されてきた秋葉原のイメージは、今日、「電気街」と「オタク

の街」という２つに集約される。「オタクの街」としてのイメージが形成されたのは、アニ

メ・マンガなどポップカルチャー系の機能が集積してきたことと軌を一にする。 

外国人の間でも、“AKIHABARA”は電気製品のショッピングの拠点としての地位を確

立しており、訪日外国人の 6～7％約 50 万人、在日外国人も含めれば約 100 万人が訪れ

るといわれている。 

 

1-2 アニメ・マンガ関連の資源 

秋葉原には、マンガ・同人誌、アニメパッケージソフト、ゲーム機・ゲームソフト、フィ

ギュア、ガレージキットなどのアニメ・マンガ関連商品を専門的に扱う専門店が集積してい

る。加えてそれら店舗が展開するアニメキャラクターに彩られた垂れ幕広告や路上 POP な

どが、世界でも他には見られない個性的な景観を街に与えている。 

秋葉原に集積する資源は商業施設や商品が中心であり、これらの店舗は、アニメ・マンガ、

キャラクターなどの産業を支えるクリエーターを育成する役割を担っている。アニメ・マン

ガの制作機関は、出版社やいくつかのゲーム製作会社が周辺の千代田区に立地していること

を除けば、杉並区、練馬区、新宿区などに集積している。また、アニメ関連を扱う本格的な

規模の文化施設はなく、放映中のアニメ作品のプロモーション展示を中心とした「東京アニ

メセンター」が存在するにとどまる。 

2005 年 4 月に、デジタルコンテンツを担う人材育成をめざすデジタルハリウッド大学

が立地したことによって、今後、内外のクリエーターやプロデューサーなどの人材育成機能

の厚みが増していくことが期待される。 

 

1-3 秋葉原を訪れる外国人のポップカルチャーに対する意識とニーズ 

日本ツーリズム産業団体連合会（TIJ）が実施している「秋葉原新発見ツアー」の参加者

へのアンケート調査によれば、秋葉原のまちのイメージとしては、「PC と電気製品の街」

（47%）、「ショッピング街」（45%）、「マンガ、アニメ、ポップカルチャーの街」（43%）、

「ハイテクの街」（42%）が多い。また、秋葉原で行ってみたい場所として「PC・関連製

品以外を売っている店」（44%）が多く、電気製品のショッピングを目的とする外国人が多

いことが伺われる。 
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また、秋葉原を訪れる外国人旅行者に対するインタビューからも、総じて外国人旅行者は、

電気製品、ＰＣ等の買物を目的として秋葉原を訪れていることがわかった。日本のアニメ・

マンガ、キャラクターは知らない外国人が多いが、一部知っている外国人もいる。また、「街

が汚い」「店が閉まる時間が早く、夜に来て楽しむ場所が少ない」、「飲食店やイベントに関

する情報を英語で提供してほしい」という指摘、要望があった。 

 
1-4 アニメ・マンガを活かした国際観光交流に向けた課題 

秋葉原は、近年、ポップカルチャー系の機能集積が増加していること、『電車男』などの

番組等の舞台となったこと等から、これまでの電気製品・PC の購買拠点であるだけでなく、

観光地としての性格が強まってきている。特に、週末は歩行者天国で大道芸なども開催さ

れ、多くの旅行者でにぎわっている。秋葉原を紹介するガイド類の増加はこうした状況を

反映したものであると考えられる。 

しかしながら、外国人に限ってみれば、観光地としての意識はもたれておらず、まだま

だ買物の街としてのイメージを持っている場合が多い。現在の秋葉原が有する集客ポテン

シャルに比べれば入り込みも少ないと考えられる。今後、秋葉原の一層の振興を実現する

ためには、これまでの取組の蓄積も踏まえて、観光のための基盤整備、目玉施設の整備等

を通じて観光地としての知名度を高めるとともに、外国語表記などを勧めることによって

外国人でも行動しやすい環境を整備すること、大学・専門学校等の集積を活かし、留学生

の学習機会を増やすことが重要だと考えられる。また、こうした取組をコーディネートす

るために、商業振興と観光振興をあわせてまちづくりに結びつけていくための体制を整備

することが重要である。 

 

買い物の街

「アニメ」の
集積地・拠点

独特の景観
独特のカルチャー

大学を中心とする
交流

秋葉原が有する多様な
資源・ポテンシャル

国内外からの
来訪者

（これまで）買い物をして帰るだけ
【課題】秋葉原のもつポテンシャルの
一部しか活用されていない

•アニメの歴史・最新情報を知る
•CG技術に触れる・体験する

•アキバ発の文化を体験する
•まち歩きを楽しむ

・フィギュア
・同人誌
・おでん缶
・メイド喫茶
・レンタルボックス

• 学生主催の交流イベン
トに参加する

• 公開講座に参加する

買い物を入り口として、多様な出口（街を楽しむメニュー）を用意することが必要。  
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２．アニメ等を生かした国際観光ビジネスモデルの検討 
 

2-1 ポップカルチャーに着目した秋葉原紹介マップの作成 

秋葉原では、これまでにも内外の旅行者・来訪者向けに様々なマップが作成され、提供

されている。しかしながら、今回、テーマとするアニメ・マンガ等のポップカルチャーに

特化して秋葉原の魅力を伝えるツールとしてのマップは提供されていない。こうした状況

を踏まえ、今回、外国人旅行者に対して、ポップカルチャーの拠点としての秋葉原の魅力

を伝える手段として、マップを制作した。 

マップに対する評価は総じて高く、ポップカルチャーというテーマを絞ったマップとし

たこと、建物の立面上で店を探せるようにしたことについて評価する声も多かった。今後、

ツアーと結びつけて継続的に活用することが望まれる。 

 

2-2 外国人を対象とするアニメ関連ツアーの検討 

本調査の一環として、日本ツーリズム産業団体連合会（TIJ）が実施している「秋葉原新

発見ツアー」において、秋葉原を訪れる外国人に対するアンケートを実施し、秋葉原に集

積しているポップカルチャーに対する認知度や観光資源としてのポテンシャル等を調査し

た。 

秋葉原で訪れたい場所としては、「PC・関連製品以外のものを売っている店舗」が４割を

占めるが、次いで「フィギュア・玩具など、ポップカルチャー製品を売っている店」があ

げられ、観光資源としてのポップカルチャーのポテンシャルは高いことが明らかになった。 

また、秋葉原新発見ツアーに対する評価は全般に高く、500 円から 1000 円程度であれ

ば支払ってもよいという評価もあった。外国人が自分たちだけでは体験できない、秋葉原

の新しい魅力を外国人に伝えるチャネルになっていると考えられる。集客力を秋葉原振興

に結びつけるためには、「ショッピング」との相乗効果を発揮する仕掛けを強化するととも

に、ツアーのガイドを育成することが重要である。 

 

2-3 地域の大学との連携によるアニメツアー・体験講座の検討 

近年、中国等におけるアニメ・マンガに対する関心は著しく高く、アニメ・マンガの学

習をめざす留学生や研修生が増加する可能性がある。デジタルハリウッド大学との連携の

もとで、秋葉原における海外からの留学生や研修生のためのプログラム（ツアー・体験講

座）の提供を通じた、秋葉原の魅力づくりの可能性について検討した。 

２回の試行的なプログラムを通じて、デジタルハリウッド大学が提供している著名プロ

デューサーによる基調講演や 3-D の体験講座が、アニメに関心のある外国人を惹きつける

集客資源として大きな可能性を有していることが明らかになった。 

今後、こうした取組について、地域が関心を持ち、可能であれば連携し、集客力を地域

の活性化に活用していくことが重要だと考えられる。 
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３．アニメ等を活用した国際観光振興の方向 

 

3-1 めざすべき将来像 －世界のポップカルチャー拠点“AKIHABARA”－ 

今日、「クール・ジャパン」の標語のもとに、わが国発の文化や文化を活かした産業の発

信に対する期待が高まっている。アニメ・マンガなど世界から注目を集めるポップカルチ

ャー関連機能がわが国でも最も集積する秋葉原は、わが国のプレゼンスを高め、コンテン

ツ産業等による経済成長を促進するためにも、世界のポップカルチャー拠点となることを

目指すべきである。 

こうした考え方を踏まえ、これから秋葉原が目指すべき地区の将来像を、「世界のポップ

カルチャー拠点“AKIHABARA”」と設定する。 

この将来像の実現に向けて、以下の方向のもとに関連主体が協力して、まちづくりを推

進することが望まれる。 

 

 観光地としてのイメージづくり・プロモーション 

 外国人のためのおもてなしサービスの充実 

 アニメ・マンガ等の資源を活かした観光・交流拠点機能の強化 

 地域の大学と連携した外国人受け入れの仕組みづくり 

 地域の連携による旅行者受け入れ体制の強化 

 

 

 

 

観光地としてのイメージづくり・
プロモーション

多様なメディアを通じた外国人に対する秋葉
原の魅力の発信

「新発見ツアー」など、ツアーを通じた外国人
に対する秋葉原の魅力の紹介

観光案内の視点に立ったマップ・ガイドづくり

外国人のためのおもてなしサー
ビスの充実

来訪者に対する情報提供の充実

店舗等における外国語表記・外国語対応の
充実

外国語対応のボランティアガイド確保

アニメ・マンガ等の資源を活か
した観光・交流拠点機能の強
化

アニメ・マンガ等の資源を活かしたミュージア
ム級の観光・交流施設の設置

観光バス対応の駐車場・停車スペースの確保

地域の大学と連携した外国人
受け入れの仕組みづくり

アニメ・マンガ等に関心のある外国人に対す
る学習機会の提供

学生のサークル活動と連携した外国人受け
入れサービスの充実

地域の連携による観光客受け
入れ体制の強化

観光まちづくり体制の確立

世界のポップ
カルチャー拠点

“ＡＫＩＨＡＢＡＲＡ”

↓

○地域の知名度・魅力の
さらなる向上

○来訪者増加、多国籍化
○来訪者の満足感向上、

消費の促進

【地域振興の方向】 【施策】【めざすべき将来像】

交流拠点整備等、地域全体で取り組むべき事
業構想の検討
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3-2 将来像の実現に向けた観光振興の方策 

将来像の実現に向けて、地域振興の方向のもとに下記の施策を展開することが望まれる。 

 

スケジュール 地域振興の

方向 

施策 取組イメージ 

短期 中長期

■ウェブを通じた観光地としての情報発信機能の

強化 

○ ○ 多様なメディアを通じた

外国人に対する秋葉原

の魅力の発信 ■イベントにおける観光地としてのプロモーション ○   

■秋葉原新発見ツアーの継続的展開 ○ ○ 

■旅行会社と連携したツアーの造成 ○ ○ 

「新発見ツアー」など、ツ

アーを通じた外国人に

対する秋葉原の魅力の

紹介 ■海外会社のモニターツアーの実施 ○ ○ 

■秋葉原に存在する資源の再評価 ○   

観光地として

のイメージづ

くり・プロモー

ション 

  

  

  

  
観光の視点に立ったマ

ップ・ガイドづくり 
■ツアーマップの提供 ○   

■マップ・ガイドによるテーマ別のツアールートの

紹介 

○   

■インフォメーションセンターの設置 ○ ○ 

■街頭大型ディスプレイ・情報掲示板の活用 ○ ○ 

旅行者・来訪者に対す

る情報提供の充実 

■多言語街なかナビシステムの構築   ○ 

■外国語標記の推進 ○  店舗等における外国語

標記・外国語対応の充

実 
■外国語対応マニュアルの作成   ○ 

■秋葉原街なかガイドサービス導入の検討   ○ 

外国人のた

めのおもて

なしサービス

の充実 

 

外国語対応のボランテ

ィアガイド確保 
■秋葉原まちなかイドの育成   ○ 

■東京アニメセンターの機能拡充 ○  

■新たな観光拠点施設の整備・誘致の検討   ○ 

アニメ・マンガ等の資源

を活かしたミュージアム

級の観光・交流施設の

整備 
■多様な情報発信・交流の場の整備 ○ ○ 

■観光バス駐車・待機スペースの確保   ○ 

アニメ・マン

ガ等の資源

を活かした

観光・交流

拠点機能の

強化 

  

 

観光バス対応の駐車

場・停車スペースの確

保 ■駅ロータリー等の活用 ○ ○ 

■アニメ・マンガに関する公開講座・制作体験講

座の開催 

○  アニメ・マンガ等に関心

のある外国人に対する

学習機会の提供 ■アニメ制作等を学べる場の充実 ○   

■学生参加による秋葉原の魅力紹介 ○   

地域の大学

と連携した

外国人受け

入れのしくみ

づくり 学生のサークル活動等

と連動した外国人受け

入れサービスの充実 ■学生参加のイベント開催 ○ ○ 
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４．方策の推進に向けて 

 

4-1 交流拠点等、地域全体で取組むべき事業構想の検討 

これらの施策を具体化するためには、秋葉原の地域特性や資源を活かした交流拠点のあ

り方、観光の観点から、秋葉原の魅力をアピールしていくための取組の展開方向などにつ

いて、具体化するための検討を行う必要がある。そのため、地域の関連主体による協議等

を通して、事業構想を策定することが重要である。 

特に、社会資本整備を伴う観光・交流拠点としての基盤整備（アニメ・マンガ、家電の

博物館やアーカイブ、劇場・シアターの誘致等）については、具体化に向けた検討を深め

ることが望まれる。 

事案としては、今回の検討でも提案があった「日本先端文化ミュージアム設立計画」が

存在する。同計画では、ヴェネチア・ビエンナーレの国際展示物や既存アーカイブを核と

する展示施設の整備を提案しており、具体化すれば秋葉原におけるアニメ・マンガを活用

した国際観光の本格的な拠点施設になると考えられる。 

なお、こうした地域の観光・交流機能の充実、受け入れ体制の確立などについては、各

種のモデル事業を活用することが考えられる。千代田区や NPO 等が中核となって、多様な

資源を活用することにより、先進的な実証実験のテーマを抽出し、国・都などに対して、

実施に向けた企画提案を行うことが望まれる。 

 

図表 日本先端文化ミュージアムの施設・機能構成 
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4-2 観光まちづくり体制の確立 

今後、観光の視点から秋葉原を振興するためには、地域が一体となって観光振興に取り

組むための体制が必要である。そのため、地域の多様な関連主体（電気街、大学、住民組

織、スポンサー企業等）の参画のもとで、現在、設立が推進されている観光まちづくり推

進組織（観光 NPO）を中核とする体制を構築することが望まれる。 

観光 NPO が取り組む事業分野としては、以下の分野が考えられる。 

 

１． 地域情報の提供事業 

２． 国内外からの旅行者誘致推進に関わる事業 

３． 旅行者へのおもてなし実践に関わる事業 

４． 「秋葉原」のブランド価値を高めるための調査研究 

５． 上記に関わる人材育成 

６． 関連機関・団体・企業・行政等との連絡・協議 

７． わが国固有の文化としてのアニメ・マンガ等に対する理解の促進 

 

特に、NPO が中核となって、観光集客の取組に対する地元の理解促進や、秋葉原と関連

する多様な取組のコーディネートなど、地域の連携強化に向けた取組を推進することが望

まれる。 

また、外国人のマーケティングは、外国人の視点にたって行うことが有効である。取組

に当たっては外国人の参画を推進することが望まれる。 

 

図表 NPO を中心とした地域の関連主体の連携イメージ 

西口商店街振興組合
秋葉原電気街振興会

地元企業・販売店
TIJ東京部会
商業部門WG

東京アニメセンター

ICIC

他の観光NPO等

教育機関

国内 海外 訪問者
潜在的訪問者

行政
例）中央官庁、地方自治体

海外
例）旅行会社、メディア、

業界団体

域外企業
例）メーカー、旅行会社

メディア
例）テレビ、情報誌、ネット

各種団体
例）秋葉原タウンマネジメント

組織（TMO）、NPO等

一過性に留まらない
情報の循環

住民

秋葉原
観光NPO

一
般
へ
の
発
信
・対
応
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東京ワーキンググループ（WG）について 

 

平成 18 年度国土施策創発調査「日本のアニメを活用した国際観光交流等の拡大による

地域活性化調査」では、全体調査の他に、秋葉原地域を含め全国３カ所をモデル地域とし

て検討した。 

秋葉原地域の検討にあたっては、東京ワーキンググループを設置し、学識経験者及び関

連主体の知見の反映に務めた。 

 

東京ＷＧ委員名簿 

日本のアニメを活用した国際観光交流等拡大による地域活性化調査 

（平成１８年度国土施策創発調査）東京 WG  委員 

 

○学識経験者 

委員長 森川嘉一郎（桑沢デザイン研究所特別任用教授） 

廻 健二郎（デジタルハリウッド大学執行役員）  

※WG の委員長は、検討委員会委員を兼任 

 

○モデル地域関係者 

寶田  篤（秋葉原西口商店街振興組合観光部会部会長、 

秋葉原電気振興会観光委員会委員長） 

阿部 英行（秋葉原西口商店街振興組合観光部会副部会長、 

秋葉原電気振興会観光委員会副委員長） 

泉 登美雄（(社)日本ツーリズム産業団体連合会 

訪日ツーリズム委員会東京部会商業部門 WG リーダー） 

田所 俊彦（(社)日本ツーリズム産業団体連合会事業部長） 

千田 浩司（東京アニメセンター（広報・シアター担当）） 

 

○自治体等 

酒井 正幸（東京都産業労働局観光部観光振興担当課長、（総括課長）） 

小池 譲二（千代田区区民生活部商工振興課長） 

 

○調査主体 

松本 利久 [第１回、第２回] 

高橋 智一 [第３回、第４回] 

（国土交通省総合政策局観光資源課文化観光推進官） 

石田  徹（文化庁文化部芸術文化課地域文化振興室長） 

宮下  彰（関東運輸局企画観光部国際観光課長） 

 

○事務局 

株式会社 野村総合研究所 
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ワーキンググループの開催経緯 

開催日時 開催場所 議題等 資料 

平成 18 年 

11 月 9 日（木） 

13:00～15:00 

 

デ ジ タ ル ハ

リ ウ ッ ド 秋

葉原第 2 校

舎 

・資料説明 

・秋葉原観光の課題に関する論

点の議論 

資料１：本調査について 

資料２：東京ワーキンググルー

プ実施計画 

資料３：秋葉原観光の現状と課

題 

平成 18 年 

12 月 13 日（水） 

14:00～16:00 

 

デ ジ タ ル ハ

リ ウ ッ ド 秋

葉原第 2 校

舎 

・アニメ・マンガを活用した秋

葉原振興の課題・方策につい

て 

・体験授業等の取組予定につい

て 

資料１：第１回ＷＧ議事録 

資料２：アニメ・マンガを活用

した秋葉原振興の課題・方策に

ついて 

資料３：体験授業等の取組予定

について 

平成 19 年 

2 月 1 日（木） 

10:00～12:30 

デ ジ タ ル ハ

リ ウ ッ ド 秋

葉原第 2 校

舎 

10:00～11:00 現地視察 

11:00～12:30 協議 

・資料説明 

・意見交換 

資料１：第２回ＷＧ議事録 

資料２：これまでの取組状況に

ついて 

資料３：提言書骨子（案） 

平成 18 年 

3 月 1 日（木） 

10:00～12:00 

 

デ ジ タ ル ハ

リ ウ ッ ド 秋

葉原第 2 校

舎 

・これまでの取組の成果につい

て 

・提言書（案）について 

資料１：第３回ＷＧ議事録 

資料２：提言書（案） 

資料３：提言書付属資料（案）

 

 


